
平成２３年度 軽井沢中学校グランドデザイン（教育課程全体計画）

学校教育目標

本校の課題 「表現力の向上」

・基礎学力の定着と生きて働く学力の向上

・自ら考え、主体的に取り組む生徒の育成

・人権感覚を磨き、他と共に在ることを実感する生徒の育成

・すべての生徒の居場所がある学校づくり

・地域と共に生徒を育てる開かれた学校づくり

・小中の連携を強めた一貫性のある指導、研究体制づくり

生徒の学校目標

われら 鍛える たくましく

われら 生きる 心豊かに

われら 究める 自ら求めて

重点活動

（１）読書（年間２０冊）

（２）学習（準備、復習）

（３）美化（身支度、無言）

（４）挨拶（大きな声で明るく）

知力と体力にあふれ、心身ともたくましい、

心豊かな生徒の育成
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・家庭学習も含めた学習習慣作り

・基礎基本の定着と伸びる力を更に伸ばす指

導の工夫と改善

・個に応じた指導の工夫

・人権感覚を磨き、自尊感情を高める道徳教

育の充実

・連帯と一体化を体験する指導

・自主・自立を図る活動の工夫

・バランスの取れた心身の育成

・奉仕、感謝などの意識向上

地域での活動支援、地域との連携

適正な部活と社会教育活動の在り方

地域の中で育てる意識化への働きかけ

機能する職員集団(連携と意思統一）

学年・学級の文化の質を高める取り組み

互いに学びあい、充実感のある教育活動

〈教育活動展開の視点〉

柱・・・浅間山に学ぶ

共通認識・・・教科、総合、道徳、特活等を結びつける視点として・・・浅間山を柱に据えて、自然、

文化、経済など総合的に捉え、郷土「軽井沢」に学ぶ。

３つの視点・・１．自然から学ぶ、・・・豊かな自然と言われるが、現状と課題を

２．人から学ぶ、・・・過去から現在において、豊に生きた人々の生き方を

３．社会から学ぶ・・・不利な環境を克服し、生かした過去・現在と将来を

ここというときに爆発をするだけのエネルギーを、日々の中で蓄える。

自己の将来の生き方にも関わり、故郷を愛する心を持つ。
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１学年

互いを尊重した基本的な生活習慣と基本的な学び方を確立する。

２学年

互いに支え合い認め合える生徒活動を通して、自己表現力・主体性を高める。

３学年

行事、体験学習、生徒会活動等を通して、他者に学び自己の生き方を拓く。

特別支援学級

健康な心と体をつくり、将来の自立的な生活に向け、適性を見いだし、より多くの体験を積む。

生徒の実態

・素直で明るい

・元気にあいさつできる

・自分を表現することが苦手

・意欲的・主体的な姿が少ない

・粘り強く追究しやり遂げようとする

意思が弱い

・互いの良さに気づき、共に伸びよう

とする面が弱い

町の教育に寄せる想い (長期振興計画)

｢軽井沢のこころ｣

・町の財産を守り育てていくこころ

・未来の世代につなげるこころ

生徒の願い

・学力の向上（できるように、分かる

ようになりたい）

・仲間と共にすごす楽しい学校生活

保護者の願い

・確かな学力と豊かな感性

・健康で逞しい心と体

・安全で安心して生活できる学校
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4 校教育の重点についての本校の視点
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